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1-2 Sun Cobalt コントロールステーション — ハードウェアのアップグレード

図 1   Sun Cobalt コントロールステーションの背面パネル 

1. セキュリティロックホールには、盗難防止用のセキュリティケーブルを取り付けられます。 

2. 冷却ファンは適切な動作温度を保ちます。通気孔がふさがれていないことをお確かめください。 

3. USB ポートは、ユニバーサルシリアルバス（USB）の接続に使います。 

4. SCSI コネクタは、ハードディスクなどの装置の SCSI 接続に使います。 

5. ネットワークステータス表示灯「電源オフ OK」ライトは、ネットワークの使用状況や情報を示します。「電源オ

フ OK」ライトは、安全に電源を切れる状態になると点滅します。 

6. シリアルコンソールポートは、シリアルデバイスの接続に使います。 

7. シリアルコネクタは、シリアルポートを介して UPS を接続するときに使います。Sun Cobalt コントロールステー

ションでは、Smart UPS がサポートされています。 

8. PCI 拡張スロットは、PCI カードの増設に使います。 

ネットワークコネクタは、イーサネットネットワーク接続を可能にする 10/100 BaseT ネットワークケーブルの接

続に使います。 

9. ネットワーク接続 2 

10. ネットワーク接続１ 

11. 冷却ファン 

12. 電源スイッチは、電源のオン／オフに使います。 

13. 電源ソケットは、付属の AC 電源コードの接続に使います。 
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図 2   Sun Cobalt コントロールステーションの上部カバー

PCI カードの追加
Sun Cobalt コントロールステーションの筐体は、シングルラックユニット（1RU）エンクロージャです。Sun Cobalt
コントロールステーションに追加する部品を購入する前に、その部品のタイプとサイズをご確認ください。 

PCI カードの仕様

PCI 拡張スロットには、標準的な PCI カードを使用できます。長いカード用のスペースも用意されています。PCI カー

ドの長さは、267mm（10.5 インチ）未満でなければなりません。

PCI カードの供給電圧は以下のとおりです。 

• 5V @ 1A

• +12V @ 0.5A

• -12V @ 0.1A

アップグレード中に電子機器やその他の部品を壊さないよう十分にご注意ください。 

1. PCI スロットカバーを外して、そのリテイナ、ネジ１本を外します。図 2 をご参照ください。 

2. PCI コネクタから保護カバーを外します。 

3. PCI カードを PCI コネクタに差し込みます。 図 3 をご参照ください。 

4. PCI リテイナとネジを元に戻して、PCI カードを所定の位置に配置します。 

5. あとで PCI カードを取り外す必要の生じた場合を考えて、PCI スロットカバーは保管しておきます。 

6. コントロールステーションの上部カバーを元に戻します。 

7. 上部カバーを適切な位置に配置し、10 本のネジを元に戻して上部カバーを固定します。図 2 をご参照ください。 

!
ご注意：　静電放電（ESD）接地リストストラップを着用してください。 

PCI スロットカバー

PCI リテイナ PCI ネジ
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プリント基板
図 3 に、Sun Cobalt コントロールステーション内部にあるプリント基板（PCB）のレイアウトを示します。 

図 3   プリント基板のレイアウト 
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ハードドライブの交換
Sun Cobaltコントロールステーションのハードドライブが故障した場合は、故障したハードドライブを交換できます。 

ハードドライブの仕様

Sun Microsystems では、表 1 に示す使用を満たすハードドライブをお使いになるようお勧めします。これらの仕様を

満たさないハードドライブを使うと、サーバの信頼性に問題の生じる可能性があります。  

必要なもの

Sun Cobalt コントロールステーションがラックに取り付けられている場合は、コントロールステーションをラックか

ら取り出して作業を行ってください。Sun Cobalt コントロールステーションがラックに取り付けられた状態で、ハー

ドウェアのアップグレードを行わないでください。 

ハードドライブを交換する前に、以下の物をご用意ください。 

• 表 1 の仕様を満たすハードドライブ 

• #2 のプラスドライバー 

表 1　ハードドライブの仕様

仕様 値

ピーク電流 以下の値を越えないこと 

最高 1.8 アンペア（12V）
最高 0.7 アンペア（5V）

回転速度 5400 rpm 

インターフェイス Ultra ATA-33 EIDE あるいはより高速のもの

動作温度 最高 55 ℃までの環境下で動作可能な必要あり

動作湿度 10% ～ 90%（結露なきこと） 

!
ご注意：　故障したハードドライブを交換する場合には、故障したドライブと同一容量のハー

ドドライブと交換してください。 

!
ご注意：　静電放電（ESD）接地リストストラップを着用してください。 
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概要 

故障したハードドライブの交換には、いくつかのステップが含まれます。実際の手順について以下に示します。 

1. コントロールステーションの電源を切断します。「LCD コンソールの操作」PDF ファイルの「電源切断」の章を

ご参照ください。 

2. コントロールステーションのケースを開きます。 

3. 故障したハードドライブを取り出します。 

4. 新しいハードドライブを設置します。 

5. コントロールステーションのケースを閉じます。 

6. コントロールステーションを再起動します。システムを再起動すると、新しいハードドライブが自動的に認識さ

れます。 

コントロールステーションは、自動的に新しいハードディスクを既存のハードディスクと同期させ、ディスクミ

ラーリング（RAID-1）を回復します。  

ハードドライブの取り外し

最初に、コントロールステーションの上部カバーを外します（「Sun Cobalt コントロールステーションの筐体を開け

る」（p.1-1）参照）。 

ハードドライブの取り外しは、次の手順で行います。 

1. IDE ケーブルをハードドライブから抜きます（図 4 参照）。 

2. 電源ケーブルをハードドライブから抜きます（図 5 参照）。 

3. ハードドライブのブラケットをシャーシに固定しているネジを外します。 

4. ブラケットをシャーシの金属性タブ上でスライドさせて、ブラケットとハードドライブを持ち上げます。 

5. ブラケット下側で、ハードドライブをブラケットに固定しているネジ４本を外します。 

6. ハードドライブをブラケットから外します。 

警告：　Sun Cobalt コントロールステーションサーバに装備されていたハードディスクを、別

の Sun Cobalt コントロールステーションサーバに取り付けないでください。

また、RAID 用にパーティションされていたハードドライブは、追加ドライブ（非 RAID）と

して Sun Cobalt コントロールステーションに設置しないでください。

✍ ご参考：　システムに付属のハードドライブ（Sun Microsystems 社がサーバに設置したハード

ドライブ）が故障したため交換する必要のある場合は、Sun Cobalt のテクニカルサポートに連

絡し、ハードドライブを返送する手続きをしてください。

「Sun Microsystems 社の連絡先」PDF ファイルをご参照ください。 

✍ ご参考：　同期処理中、Sun Cobalt コントロールステーションはディスクミラーリングを提供

できません。 
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図 4 に、Sun Cobalt コントロールステーションの IDE ケーブルのレイアウトを示します。 

図 4   IDE ケーブルのレイアウト 
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図 5 に、Sun Cobalt コントロールステーションの電源ケーブルのレイアウトを示します。 

図 5   電源ケーブルのレイアウト 
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ハードドライブの取り付け   

ハードドライブの取り付けは、次の手順で行います。 

1. 前の手順で取り外したブラケットに新しいハードドライブを配置します。 

2. ブラケット下側で、ネジ４本を使ってハードドライブをブラケットに固定します。  

3. ハードドライブ付きのブラケットをシャーシに戻し、金属タブ上をスライドさせます。その際、ハードドライブ

のコネクタがシャーシの中央（電源の隣に位置するフォームパッドの側）を向くようにします。 

4. 外しておいた４本のネジを使い、ブラケットををシャーシに取り付けます。 

警告：　Sun Cobalt コントロールステーションサーバに装備されていたハードディスクを、別

の Sun Cobalt コントロールステーションサーバに取り付けないでください。

また、RAID 用にパーティションされていたハードドライブは、追加ドライブ（非 RAID）と

して Sun Cobalt コントロールステーションに設置しないでください。 

!
ご注意：　アップグレード中に電子機器やその他の部品を壊さないよう十分にご注意ください。

!
ご注意：　静電放電（ESD）接地リストストラップを着用してください。 

!
ご注意：　ブラケットをシャーシに戻す際は、ブラケットの下にケーブルをはさまないようご

注意ください。 
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ハードドライブの接続

ハードドライブの接続は、次の手順で行います。 

1. Y コネクタ電源ケーブルをハードドライブに差し込みます（図 5 参照）。コネクタは正しい方向で差し込んでく

ださい。 

2. IDE ケーブルをハードドライブに差し込みます（図 4 参照）。コネクタは正しい方向で差し込んでください。 

上部カバーの取り付けと Sun Cobalt コントロールステーションの再起動

上部カバーの取り付けと Sun Cobalt コントロールステーションの再起動は、次の手順で行います。 

1. 上部カバーを適切な位置に配置し、取り外した 10 本のネジを取り付けます（図 2（p.1-3）参照）。 

2. コントロールステーションの背面パネルに電源コードを接続します。 

3. コントロールステーションの電源を入れます。コントロールステーションは、通常通りに起動します。  

✍ ご参考：　システムを再起動すると、新しいハードドライブが自動的に認識されます。 

Sun Cobalt コントロールステーションは、自動的に新しいハードディスクを既存のハードディ

スクと同期させ、ディスクミラーリングを回復します。同期処理中、Sun Cobalt コントロール

ステーションはディスクミラーリングを提供できません。 
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